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要 旨
本研究は、ᅜ立天文台ࣁワイ観測ᡤによるὶ星のライࣈ㓄ಙを౑用し、࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌の解析を行い、ダス

トトレイルやᨺ射点、ὶ星のⰍについての考ᐹを行った。

１．ືᶵ
インターネットでᅜ立天文台のライࣈ㓄ಙを౑い、⡆᫆的にὶ星の研究ができるのではないかと考え本研究をす

るにあたった。

２．研究方法
ワイ現地時้ࣁ 8月 12日、8月 13日、8月 14日のィ 3日間のデータを౑い、以下の 3つを調ᰝした。

(1)ὶ星が写っていない画面をスクࣜーンショットし༳ๅしておき、そこに写ったὶ星の㌶㊧、時้をグ入し、そ

の数、時้につ๎性があるのかを調べた。

(2)日本ὶ星研究఍ HP[1]からダ࢘ンロードした࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌のὶ星観測用星図を౑いᨺ射点を求めた。

(3)明るいὶ星は⥳Ⰽに見えた。この理⏤について考ᐹする。

３．結果と考察
(1)図 1は 8月 12日、図 2は 8月

13日の時間ࡈとのὶ星の出現数で

ある。8月 12と 8月 13日のὶ星

の出現数には㸲つᒣ(㉥୸の部分)が

あった。この結果より地球は 4つの

ダストトレイルを通㐣したことが考

えられる。またᴟ大日といわれてい

た 8月 13日よりも 8月 12日の方が

時間ࡈとのὶ星の数はከかった。そ

れは日本とࣁワイの時差の関係から

19時間の時差があるため日本時間

の 13日はࣁワイ時間だと 12日であっ

た。よってࣁワイのᴟ大日は 12日

だと考えられた。またᴟ大日を㐣ࡂ

ると時間ࡈとのὶ星総数は増減しなが

ら全体として減ᑡした。

(２)図 3はᅜ立天文台のライࣈ㓄ಙ

でὶれたὶ星をὶ星観測用星図にプロ

ットしᨺ射点を求めた図(࣌ルセ࢘ス

ᗙὶ星⩌以外と思われるものは㝖いて

ある)である。この図から࣌ルセ࢘ス

ᗙὶ星⩌のᨺ射点は広がりをᣢってい

ると分かる。そのཎᅉとしてダストがᏱ

ᐂ空間で太陽㢼や㔜ຊによりダストトレイ

ルが⭾らࢇでしまったことが考えられた。

(3)またὶ星が⥳Ⰽに光った。このことに関して࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌

のὶ星は地ୖ 100࢟ロ௜近から光る。そこでは空気がⷧいため㓟⣲分

Ꮚの波長(557n㹫)である⚗制⥺の光が発せられる。その光は⇥光と同

現象になる。そして[2]によると⇥光は通常の光である⺯光よりも長ࡌ

く光るとのことだった。また㓟⣲の発光は⥳Ⰽである。そのためὶ星

が⥳に光ったཎᅉはࢼトࣜ࢘ムやマグネシ࢘ムよりも㓟⣲が長く光る

ためだと分かった。

４．今後の展望
観測年や観測地点を変えたりしたときもᨺ射点の広がりが見つかる

のか調べたい。また࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌ではないὶ星のᨺ射点がきり

。うか調べて見たい࡝ᗙの近くにあったので᪂しいὶ星⩌かࢇ

５．まとめ
ᅜ立天文台のライࣈ㓄ಙを౑い、ダストトレイルのᏑᅾやᨺ射点

の広がり、ὶ星にⰍがつく理⏤な࡝を確認することができた。

㸴．参考文献
㹙1㹛日本ὶ星研究఍ ὶ星観測用星図 https://www.web-nms.com

㹙2㹛Canon Global ⮬↛界の光 https://global.canon/ja/technology/s_labo/light/001/07.html
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マウナケア山頂すば˾望遠鏡ライブ配信を使用した、 

ペルセウス座流星群の観測と予測 

若狹 千輝（中2）【呉市立阿賀中学校】 

要　旨 
マウナケア山すば˾望遠鏡ライブ配信[1]を利用し，ペルセウス座流星群を観測した｡｡2024年には極大日[2]104個，2025

年には極大日43個の流星が観測できた｡観測結果か˼，最大等級(最も暗い)と流星数は比例に近い関係にあ˾ことが考え˼

˿たため，そ˿を利用して2026年8月13日のペルセウス座流星群の流星数は134個と予想した｡ 

１．研究動機と目的 
2024年に，科学研究で，マウナケア山頂すば˾望遠鏡のライブ配信を用いてペルセウス座流星群を観測した。極大日にはパ

ソコン画面上で，104個の流星の軌跡を確認し，軌跡を延長す˾ことで，放射点を特定でき˾こと，また，軌跡の向きの違いか˼

流星群と散在流星群を区別でき˾ことを確認した。2025年も同様に，流星群の観測を行ったが，観測条件ははほぼ同じだった

にもかかわ˼ず，流星数は43個にとどまった。流星数の違いは月齢にあ˾と考え，空の明˾さとこ˿˼2年分のデータを基に，未

来の流星数を予測す˾ことを目指そうと思った。 

２．仮説 
2024年と2025年の流星数には天気や観測場所，放射点の位置・方角はほぼ同じだったにもかかわ˼ず，大きな差があっ

た。この要因は月齢に˻˾空の明˾さの違いと考え˼˿，空が暗いほど見え˾流星数は多くな˾と予想でき˾。空の明˾さを見え

た星の最大等級で表すと，流星数と見えた星の最大等級には比例に近い関係があ˾のではないと考えた｡ 

３．方法 
マウナケア山頂すば˾望遠鏡のライブ配信映像を用い，流星を目視で観測した｡流星が出現した時間ごとに，1時間につき1枚

の観測記録用紙に流星軌跡と流˿てく˾方向を記録した。記録した軌跡を延長し、放射点の位置を推定した。観測は、ペルセウ

ス座流星群の極大日の日本時間20〜22時(現地時間1〜3時)を中心に行い、2024年と2025年を比較し，流星数を比較し

た。空の明˾さを見えた星の最大等級で表し、観測した流星数との関係を見いだした。なお、星の等級は等倍ではなく、５等級差

ごとに100倍の明˾さにな˾ため、対数を用いた[3]。 

４．結果 
観測した流星軌跡の数は，2024年では観測できた流星軌跡の

数が104個で，2025年に観測できた流星軌跡の数が43個だった｡

2024年と2025年を比較す˾と，天気や観測場所，放射点の高度・

方角はほぼ同じだったが，月齢や月の入出が違うため，見えていた

星の最大等級が違う｡ 

５．考察 
観察を続けたとこ̀，放射点の位置が3時間で，約45度移動した

ため，放射点は，1時間につき約15度移動す˾ことが分かった。その

ため，流星群を作˾チリも地球の公転軌道上で移動しないことが分

かった。また，ペルセウス座流星群の母天体のスイフトタットル彗星

は太陽系の一部であ˾ことか˼も地球か˼観測した見かけの位置

は毎年同じであ˾といえ˾｡ 

また，2024年に観測できた最大等級が6等級だった｡2025年で

は観測できた最大等級が4等級だった｡最大等級と観測できた流星

数をグラフにす˾と図1の˻うになったため，最大等級と流星軌跡の

数は比例に近い関係にあ˾といえ˾。。 

2026年の8月13日は，月齢が0，新月の予報であ˾[4]｡この時

観測でき˾最大等級が人間が観測でき˾限界の6.5等級にな˾と

考え˼˿˾ため，観測でき˾流星軌跡の数は134個にな˾と予測で

き˾｡ 

６．まとめと今後の課題 
本研究では，ペルセウス座流星群を2024年と2025年の極大日

に観測し，2026年には流星が何個程度見˼˿˾のか予想す˾こと

ができた。しかし，本研究では空の明˾さを決め˾月齢が0の場合で

あ˽、新月でない時は月の入や月の出を考慮す˾必要があ˾｡ この

ことか˼，月齢と流星数の関係を明˼かにす˾事を課題にしたい｡ 
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